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(百万円未満四捨五入)

１．2024年３月期第１四半期の連結業績（2023年４月１日～2023年６月30日）

（１）連結経営成績(累計) (％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2024年３月期第１四半期 21,037 25.5 4,074 97.0 4,353 79.6 2,765 80.0

2023年３月期第１四半期 16,764 22.7 2,068 151.8 2,423 171.9 1,536 144.9
(注) 包括利益 2024年３月期第１四半期 2,958百万円( 52.4％) 2023年３月期第１四半期 1,940百万円( 91.1％)

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭
2024年３月期第１四半期 144.31 －

2023年３月期第１四半期 80.20 －
　

　

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭
2024年３月期第１四半期 87,865 63,361 71.4 3,275.60

2023年３月期 86,256 61,179 70.3 3,163.80
(参考) 自己資本 2024年３月期第１四半期 62,754百万円 2023年３月期 60,613百万円

　

　

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2023年３月期 － 30.00 － 40.00 70.00

2024年３月期 －
2024年３月期(予想) 40.00 － 40.00 80.00
(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ：無

　　

　

３．2024年３月期の連結業績予想（2023年４月１日～2024年３月31日）

(％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第２四半期 (累計) 42,000 16.9 6,500 21.7 6,600 13.0 4,400 15.4 229.67

通期 84,000 9.0 12,000 0.4 12,200 0.5 8,000 △15.1 417.58
(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ：無

　

　　



※ 注記事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 ：無

　 (連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動)

新規 ―社 （社名） ―、除外 ―社 （社名）―
　

　

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ：有
　

（注）詳細は、添付資料P.７「（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項（四半期連結財務諸表の作成に特有の
会計処理の適用）」をご覧ください。

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ：無

② ①以外の会計方針の変更 ：無

③ 会計上の見積りの変更 ：無

④ 修正再表示 ：無
　

　

（４）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 2024年３月期１Ｑ 19,800,400株 2023年３月期 19,800,400株

② 期末自己株式数 2024年３月期１Ｑ 642,290株 2023年３月期 642,081株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2024年３月期１Ｑ 19,158,186株 2023年３月期１Ｑ 19,153,411株
　

　

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

（将来に関する記述等についてのご注意）
　本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的である
と判断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際
の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用
に当たっての注意事項等については、添付資料Ｐ．３「１．当四半期決算に関する定性的情報 （３）連結業績予
想などの将来予測情報に関する説明」をご覧ください。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において判断したものであります。

（１）経営成績に関する説明

当第１四半期連結累計期間における国内の設備投資は、全体として堅調に推移しました。海外においては、前年

度後半から半導体製造装置市場において需要にかげりが出始めましたが、半導体関連の工場建設需要は引き続き伸

長しました。一方、半導体デバイス用途においては、前年度下期後半から需要が減速しました。

国内自動車生産は、半導体不足や新型コロナウィルス感染拡大に伴う海外からの部品供給調達難といった生産へ

の影響が徐々に改善され、前年を上回る台数となりました。また、国内の建築着工についても前年に比べ増加しま

した。

こうした経営環境の中、当第１四半期連結累計期間の売上高は21,037百万円(前年同期比＋25.5％)、営業利益は

4,074百万円(前年同期比＋97.0％)、経常利益は4,353百万円(前年同期比＋79.6％)、親会社株主に帰属する四半期

純利益は2,765百万円(前年同期比＋80.0％)となりました。

セグメントごとの経営成績は、次のとおりであります。

① 管材システム事業

管材システム事業は、主力製品の樹脂バルブを軸に樹脂管材市場を拡大することを基本戦略としています。ま

た、耐食問題の解決と樹脂管材の機能性を追求した製品開発によりお客様のお役立ちに注力した営業活動を推進

しています。

樹脂バルブ等の基幹製品の販売は、引き続き半導体関連の大型工事案件に支えられ堅調に推移しました。樹脂

配管材料等を用いたエンジニアリング事業についても堅調に推移しました。その結果、国内の売上は前年を上回

りました。

海外では、米国、中国において半導体をはじめとした電子関連産業の設備投資に伴う好調な需要が継続し、ま

た円安の影響もあり売上は前年を上回りました。

半導体製造装置向けのダイマトリックス製品は、前年度下期後半から韓国における需要の停滞が継続しており、

売上は前年を下回りました。

利益面においては、人件費の増加や原材料価格高騰の影響があったものの、国内外で売上が増加したことに加

え、円安の影響もあり前年を上回りました。

この結果、当セグメントの売上高は14,170百万円(前年同期比＋31.0％)、営業利益は3,871百万円(前年同期比

＋85.1％)となりました。

② 樹脂事業

自動車や建設機械等に必要な鋳物製造に用いる素形材製品では、お客様の製造品質や生産性の向上、臭気低減

による作業環境の改善など、多様な鋳造工程に最適な製品を提案することでお客様へのお役立ちに取り組んでい

ます。また新規のお客様への営業活動を積極的に行っており、更に自動車生産台数の回復に伴い販売が堅調に推

移して、売上は前年を上回りました。

発泡材料製品は、現場施工により最終製品となることから、施工のしやすさに加え施工後の品質向上に取り組

むことで、お客様への安心・安全の提供に取り組んでいます。現場発泡断熱材においては、ビル・マンション等

の断熱施工案件に対してその需要を取り込むため当社の得意とする製品の設計折込みに注力し、またトンネル掘

削用の土木材料では、施工現場に適した製品や工法の提案に積極的に取組み、売上は前年を上回りました。

電子材料用途を主力製品とする高機能樹脂は、最先端の半導体に必要な電子材料の低メタル化精製技術を追求

し、半導体の高度化に貢献しています。半導体の微細化に対応している国内大手レジストメーカー向けの低メタ

ル製品の需要が引き続き堅調に推移し、売上は前年を上回りました。

利益面においては、国内外で売上が増加したことや製品価格の改定を実施したことにより前年を上回りまし

た。

この結果、当セグメントの売上高は5,272百万円(前年同期比＋13.8％)、営業利益は259百万円(前年同期比

519.3％)となりました。
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③ 水処理・資源開発事業

水処理事業は、お客様のニーズに基づいた水処理設備や、水資源を有効に活用できる水再生システムの設計・

施工を行っています。半導体等の部材不足の影響で工事進捗が遅れていた一部の官庁及び民間工事において当該

部材の入荷が改善し、工事完工件数の増加や工事が順調に進捗したことにより売上は前年を上回りました。

資源開発事業は、再生可能エネルギーである地熱発電の蒸気井などの掘削工事や温泉開発工事を行い資源の有

効活用に貢献しています。地熱発電に伴う掘削工事は着工案件が減少しましたが、温泉設備工事が順調に進捗し

たことにより、売上は前年を上回りました。

メンテナンス事業及び環境薬剤事業は、施設や設備の安定稼働のためのサービスや水処理薬剤を提供すること

でお客様へのお役立ちに注力しています。メンテナンス事業は、計画通りに維持管理、修繕工事案件が進捗した

ことにより売上は前年並みとなり、環境薬剤事業は製品出荷量が増加したことにより売上は前年を上回りまし

た。

利益面においては、売上が増加したことで前年に比べ営業損失が減少しました。

この結果、当セグメントの売上高は1,595百万円(前年同期比＋21.1％)、営業損失は26百万円(前年同期の営業

損失は83百万円)となりました。

（２）財政状態に関する説明

当第１四半期連結会計期間末の資産は87,865百万円となり、前連結会計年度末に比べ1,609百万円増加しました。

これは主に現金及び預金や棚卸資産などの流動資産の増加によるものです。負債は24,504百万円となり、前連結会

計年度末に比べ573百万円減少しました。これは主に未払法人税等などの流動負債の減少によるものです。純資産は

63,361百万円となり、前連結会計年度末に比べ2,182百万円増加しました。これは主に利益剰余金の増加によるもの

です。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

連結業績予想につきましては、2023年５月15日に公表しました業績予想に変更はありません。
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：百万円)

前連結会計年度
(2023年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2023年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 13,928 14,466

受取手形、売掛金及び契約資産 15,973 15,948

電子記録債権 5,597 5,996

棚卸資産 18,977 19,889

その他 1,303 1,059

貸倒引当金 △59 △83

流動資産合計 55,720 57,276

固定資産

有形固定資産

土地 6,822 6,839

その他（純額） 14,106 14,282

有形固定資産合計 20,927 21,121

無形固定資産

のれん 909 885

その他 1,467 1,465

無形固定資産合計 2,376 2,351

投資その他の資産

投資有価証券 3,028 2,974

退職給付に係る資産 2,393 2,389

その他 1,832 1,775

貸倒引当金 △21 △21

投資その他の資産合計 7,232 7,117

固定資産合計 30,536 30,589

資産合計 86,256 87,865

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 7,255 7,189

電子記録債務 4,434 4,373

短期借入金 2,022 2,415

未払法人税等 1,951 1,674

その他 5,104 4,413

流動負債合計 20,765 20,063

固定負債

長期借入金 203 205

退職給付に係る負債 1,888 1,895

株式給付引当金 59 63

役員株式給付引当金 152 163

長期前受金 549 532

その他 1,460 1,582

固定負債合計 4,312 4,440

負債合計 25,077 24,504

純資産の部

株主資本

資本金 5,000 5,000

資本剰余金 8,574 8,574

利益剰余金 45,032 47,023

自己株式 △1,166 △1,166

株主資本合計 57,440 59,430

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 800 760

為替換算調整勘定 2,547 2,715

退職給付に係る調整累計額 △174 △151

その他の包括利益累計額合計 3,173 3,324

非支配株主持分 566 607

純資産合計 61,179 63,361

負債純資産合計 86,256 87,865
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第１四半期連結累計期間）

(単位：百万円)
前第１四半期連結累計期間

(自 2022年４月１日
　至 2022年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 2023年４月１日
　至 2023年６月30日)

売上高 16,764 21,037

売上原価 10,530 12,088

売上総利益 6,234 8,949

販売費及び一般管理費 4,165 4,875

営業利益 2,068 4,074

営業外収益

受取利息 5 5

受取配当金 73 54

為替差益 276 203

不動産賃貸料 19 19

その他 15 28

営業外収益合計 388 309

営業外費用

支払利息 7 9

不動産賃貸費用 11 11

出資金評価損 7 4

その他 7 6

営業外費用合計 33 30

経常利益 2,423 4,353

特別利益

固定資産売却益 － 5

特別利益合計 － 5

特別損失

固定資産除却損 1 1

固定資産売却損 0 －

投資有価証券売却損 － 0

特別損失合計 1 1

税金等調整前四半期純利益 2,422 4,357

法人税等 883 1,580

四半期純利益 1,539 2,777

非支配株主に帰属する四半期純利益 3 12

親会社株主に帰属する四半期純利益 1,536 2,765
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（四半期連結包括利益計算書）

（第１四半期連結累計期間）

(単位：百万円)
前第１四半期連結累計期間

(自 2022年４月１日
　至 2022年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 2023年４月１日
　至 2023年６月30日)

四半期純利益 1,539 2,777

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △369 △36

為替換算調整勘定 779 194

退職給付に係る調整額 △9 23

その他の包括利益合計 401 181

四半期包括利益 1,940 2,958

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 1,914 2,916

非支配株主に係る四半期包括利益 27 42
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）

（税金費用の計算）

税金費用については、当第１四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計

適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ．前第１四半期連結累計期間(自 2022年４月１日　至 2022年６月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び損益の金額に関する情報

(単位：百万円)

報告セグメント
調整額
(注)１

四半期連結
財務諸表
計上額管材システム

事業
樹脂事業

水処理・資源
開発事業

計

売上高

外部顧客への売上高 10,814 4,633 1,317 16,764 － 16,764

セグメント間の内部売上高
又は振替高(注)２

47 － 0 47 △47 －

計 10,861 4,633 1,317 16,811 △47 16,764

セグメント利益又は損失(△)
(営業利益又は損失(△))

2,091 42 △83 2,050 18 2,068

(注) １．セグメント利益又は損失の調整額は、各報告セグメントに配分されない全社費用(主に報告セグメントが負

担する一般管理費の配賦差額)であります。

２．セグメント間の内部売上高又は振替高は、市場実勢価格に基づいております。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　 該当事項はありません。

Ⅱ．当第１四半期連結累計期間(自 2023年４月１日　至 2023年６月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び損益の金額に関する情報

(単位：百万円)

報告セグメント
調整額
(注)１

四半期連結
財務諸表
計上額管材システム

事業
樹脂事業

水処理・資源
開発事業

計

売上高

外部顧客への売上高 14,170 5,272 1,595 21,037 － 21,037

セグメント間の内部売上高
又は振替高(注)２

58 1 0 59 △59 －

計 14,228 5,273 1,595 21,096 △59 21,037

セグメント利益又は損失(△)
(営業利益又は損失(△))

3,871 259 △26 4,104 △30 4,074

(注) １．セグメント利益又は損失の調整額は、各報告セグメントに配分されない全社費用(主に報告セグメントが負

担する一般管理費の配賦差額)であります。

２．セグメント間の内部売上高又は振替高は、市場実勢価格に基づいております。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　 該当事項はありません。

　


